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研究計画の主題：都市計画道路の整備がもたらす住宅地内⽣活道路
の交通安全と通過交通抑制の効果推計に関する研究 
1．研究背景と⽬的 

都市部の住宅地では、通過交通によ
る⽣活道路の安全性や静穏性の低下が
深刻な問題となっている。こうした課
題に対し、C.A.ペリーの｢近隣住区論｣
（図 1 参照）や、イギリスのブキャナ
ン・レポート「Traffic in Town」に⽰さ
れるような、⾃動⾞交通を住宅地外の
幹線道路に誘導し、⽣活道路の安全性
と住環境の質を向上させる計画思想
が、近年改めて注⽬されている。 

これらの思想は、道路の階層構成（段
階構成）という原則にもとづき、幹線道
路の整備によって⻑距離トリップを処
理し、住宅地内には居住者や訪問者に
限った交通のみが流⼊する都市構造を
⽬指すものである。しかし、現実の都市
部では、⾼度経済成⻑期の急速な市街
化に対し⼗分な幹線道路整備が⾏われ
なかった地域も多く、とくに既成市街
地における都市計画道路の整備は、⽤地取得や住⺠合意の困難さから遅れている。こうした
中で、⽣活道路の安全性や静穏化を⽬的として都市計画道路の整備を進める必要性を、憲法
で定められた「公共の福祉」の観点から、客観的・定量的に⽰すことが求められている。 

本研究は、近年急速に整備されてきた⼈流やカープローブデータを⽤いることで、住宅地
内⽣活道路における事故リスクや通過交通に与える影響を推計する⼿法を開発し、安全や
住環境の観点から都市計画道路の整備効果を定量的に明らかにすることを⽬的とする。 
 
2．研究⽅法 

本研究では、東京都世⽥⾕区を対象
とし、都市計画道路の整備状況や⼟地
区画整理事業の実施状況に基づいて地
区を分類する。具体的には、都市計画道
路が整備された地区、未整備の地区、⼟
地区画整理事業が実施された地区、さ
らに放射・環状道路などの幹線道路と
の接続状況などを考慮し、各地区の特
性を明らかにする。 
まず、カープローブデータからトリ

 
図 1 近隣住区とそのルール 1) 

表 1 研究対象とその⽅法 
項⽬ 内容 

研究対 
象地区 

世⽥⾕区内の都市計画道路整備済地区・
未整備地区・⼟地区画整理実施地区 

地区分
類基準 

都市計画道路整備状況、区画整理事業の
有無、放射・環状道路の接続性など 

使⽤ 
データ 

カープローブデータ（⾛⾏・急制動
等）、⼈流データ、交通事故統計データ 

分析 
⼿法 

地区分類別⽐較分析、統計分析、回帰分
析、機械学習モデル 

分析 
⽬的 

事故発⽣要因・通過交通要因の特定と整
備効果の推計モデル構築 

A 



ップの内々・内外・外外別に集計し、道路区間別に通過交通指標とする。またカープローブ
の急制動挙動と警察庁オープンデータの交通事故を区間別に集計し事故危険指標とする。
さらに⼈流データを道路区間別に集計し歩⾏者指標とする。この道路区間別のデータをも
とに、地区別に通過交通指標、事故危険指標、歩⾏者指標を求め、これと都市計画道路の整
備有無や⼟地区画整理事業の整備有無などの地区特性との関係を多変量解析により要因分
析する。これの分析をもとに、事故および通過交通の推計モデルを構築し、都市計画道路の
整備効果を定量的に⽰す。研究対象とその⽅法を整理したものと表１に⽰す。 
 
3．先⾏研究と期待される成果 

本研究の先⾏研究として、ロンドンにおける 113 地区の「Low Traffic Neighborhoods
（LTNs）」導⼊により交通事故が約 35％減少したとの報告 2)や、⽶国ユタ州における道路
ネットワーク形態と交通事故リスクの⽐較研究 3)などがある。しかし、これらは道路形状に
注⽬したもので、制度的な都市計画道路を評価対象とした研究は⾒られない。また、近年の
研究ではカープローブデータや⼈流データを⽤いて交通事故の空間的分布やリスクの推定
を⾏う⼿法が⾒られる 4)が、それらは都市計画に結びつけた分析には⾄っていない。 

本研究では、都市計画道路整備と住宅地内交通の関係を、ビッグデータを活⽤して定量的
に評価する。分析対象とする世⽥⾕区は、都市計画道路の整備状況や⼟地区画整理の実施状
況に地域差があり、検証対象としての適性が⾼い。都市計画道路の整備有無が事故リスクや
通過交通の分布に与える影響を定量的に明らかにすることで、他の⾃治体にも応⽤可能な
分析フレームを提⽰し、今後の都市計画・交通政策の合意形成にも資する成果を提供する。 
 
4．進捗状況 

現在、卒業研究において世⽥⾕区を対象とし、⼈流・カープローブデータを活⽤して地区
特性による事故発⽣量の推計を進めている。これは、地区別事故推計モデルに展開できるも
のである。現在、基礎理論の修得を終え、GIS上でモデル推計分析ができるよう、⼤規模デ
ータを Python により加⼯する処理を進めている段階である。 
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